
広報にっこう １８

６
月

日（
日
）、
日
光
田
母
沢
御
用

１６

邸
記
念
公
園
で
「
春
の
音
楽
祭
～
新
緑

の
箏
の
調
べ
～
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

筝

曲

家
の
和
久
文
子
さ
ん
と
Ｗ
Ａ

そ
う
き
ょ
く

か

わ

く

ふ
み

こ

ワ

Ｋ
Ｕ
箏
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、
都
山
流
尺
八

ク
師
範
の
福
田
智
久
山
さ
ん
が
出
演
し
、

ふ
く

だ

ち

く

ざ
ん

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
富
ん
だ
曲
目
が
演

奏
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
、
前
日
に
行
わ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
邦

楽
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
見
事
合
格
し
た
、

福
田
智
久
山
さ
ん
と
前
川
智
世
さ
ん
、

ま
え
か
わ
と
も

よ

津
野
田
智
代
さ
ん
の
３
人
に
よ
る
、

つ

の

だ

と
も

よ

「
八
重
衣
」
が
演
奏
さ
れ
る
と
会
場
は

や

え

ご
ろ
も

大
き
な
拍
手
で
包
ま
れ
ま
し
た
。

那
須
町
か
ら
夫
婦
で
演
奏
を
聴
き
に

来
た
人
見
定
男
さ
ん
は
、「
田
母
沢
御

ひ
と

み

さ
だ

お

用
邸
の
厳
か
な
雰
囲
気
の
中
で
演
奏
を

聴
い
て
、
心
が
引
き
締
ま
る
感
じ
が
し
、

と
て
も
感
動
し
ま
し
た
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。
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新
緑
の
箏
の
調
べべべべべべべべべべべべべべべべべ

こ
と

７
月
６
日（
土
）
・
７
日
（
日
）、
日
光

だ
い
や
川
公
園
で
、
日
光
の
新
た
な
食

の
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
期
待
さ
れ
る
「
夏

そ
ば
」
を
味
わ
う
夏
の
そ
ば
ま
つ
り
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

高
徳
か
ら
家
族
で
訪
れ
た
渡
邉
さ
ん

わ
た
な
べ

は
、
「
こ
し
と
歯
ご
た
え
が
あ
っ
て
お

い
し
い
で
す
」
と
、
薄
緑
色
に
輝
く
そ

ば
を
す
す
っ
て
い
ま
し
た
。
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6
月

日（
土
）、
上
三
依
水
生
植
物

１５

園
で
、
県
民
の
日
を
記
念
し
、
花
の
苗

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

園
内
に
は
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
青
い
ケ
シ

や
キ
シ
ョ
ウ
ブ
な
ど
の
、
さ
ま
ざ
ま
な

花
が
咲
き
乱
れ
、
来
園
者
を
魅
了
し
て

い
ま
し
た
。
津
久
井
さ
ん
（
群
馬
県
桐

つ

く

い

生
市
）は
、
「
ケ
シ
の
青
が
鮮
や
か
で
感

動
し
ま
し
た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

６月１５日（土）、小杉放菴記念日

光美術館で山田令子氏（ピアノ）と
やま だ れい こ

ヤンネ舘野氏（バイオリン）による
たて の

コンサートが開催されました。

この日演奏されたのは、「ゴジ

ラ」や「三丁目の夕日」など、日

本を代表する映画音楽の作曲家と

して知られる、伊福部 昭 氏と
い ふく べ あきら

モーツァルトの作品。会場に集

まった大勢の観客たちは、ピアノ

とバイオリンが奏でる豊かな音色

にじっと聞き入っていました。

夕方から音もなく降り始めた雨

の中、館内正面の大窓越しに新緑

が鮮やかにライトアップされ、旋

律に色を添えていました。

バイオリンを習っているという

佐藤彩ちゃん（川室）は、「音がと
さ とうあや

てもきれいでした。演奏会が終

わった後で、ヤンネさんにどう

やったらうまくなれるか教えても

らいました。また聴きたいです」

と話してくれました。

小杉放菴記念日光美術館では、

今回のようなコンサートを定期的

に開催しています。
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２０１３年８月号１９

湯西川温泉の竹の宵まつりが、

７月７日（土）から始まりました。

このイベントは、温泉街に活気

と魅力を呼び起こそうと、湯平地

区の商店街の人たちが１０年前から

始めたもので、今では夏の定番の

イベントになっています。

初日の７日は七夕。メーン会場

の市営駐車場には、来場者たちの

願いごとが記された短冊が竹に結

ばれ、ろうそくを用いた大小さま

ざまな竹灯籠が並べられました。

夜の帳が降り、次第に暗くなって
とばり

いく会場を竹灯籠のやわらかい光

が包み込み始めると、訪れた浴衣

姿の観光客たちは、その幻想的な

光景に見とれていました。

千葉県松戸市から親子で訪れた

稲垣さんは、「湯西川温泉には初
いながき

めて来ました。とても癒されます。

温泉が気持ち良く、また、川や空

気も美しくて魅力的な場所です

ね」と話してくれました。

竹の宵まつりは、８月４日（日）

までの期間中、毎日午後７時～９

時まで開催されています。

２０１３．６～２０１３．７

いいいいいいいいいいいいいいいい
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ま
ス
ポ
フ
ェ
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６
月

日（
日
）に
今
市
青
少
年
ス

１６

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
、
い
ま
す
ぽ
フ
ェ

ス
タ
２
０
１
３
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
曇
り
掛
か
っ
て
い
た
も
の
の
、

幅
広
い
年
代
の
参
加
者
や
見
物
客
が
多

く
集
ま
り
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
は
、
午
前
中
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
や
リ
ラ
ッ
ク
ス
ヨ
ガ

な
ど
が
行
わ
れ
、
午
後
に
は
地
元
ホ
ッ

ケ
ー
チ
ー
ム
で
あ
る
グ
ラ
ク
ソ
・
ス
ミ

ス
ク
ラ
イ
ン
の
選
手
に
よ
る
、
ホ
ッ

ケ
ー
教
室
や
栃
木
Ｓ
Ｃ
の
選
手
に
よ
る

サ
ッ
カ
ー
教
室
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
た
く
さ
ん
の
汗
を
か
き
な

が
ら
も
、
笑
顔
で
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
ポ
ー

ツ
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
で
は
軽
食
や
か
き
氷
な

ど
が
販
売
さ
れ
、
火
照
っ
た
体
を
冷
や

し
て
い
る
参
加
者
や
家
族
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

竹の宵まつり
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産
業
遺
産
見
学
会会会会会会会会会会会会会会会会会

６
月

日
（
木
）
、
世
界
遺
産
登
録
を

２０

目
指
す
足
尾
銅
山
の
産
業
遺
産
見
学
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
古
河
機
械
金
属

株
式
会
社
に
よ
る
銅
山
の
歴
史
説
明
と

安
全
教
育
の
後
、
か
つ
て
の
古
河
の
迎

賓
館
で
あ
り
、
国
登
録
有
形
文
化
財
の

「
古
河
掛
水
倶
楽
部
」
と
、
普
段
は
非

公
開
の
「
通
洞
選
鉱
所
」
の
２
カ
所
を

見
学
し
ま
し
た
。

選
鉱
所
は
、
坑
内
か
ら
採
掘
さ
れ
た

鉱
石
を
選
り
分
け
て
、
製
錬
所
へ
送
る

役
割
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。
大
正

年
１０

に
複
数
あ
っ
た
選
鉱
所
が
通
洞
選
鉱
所

に
集
約
さ
れ
、
大
正

年
に
は
当
時
最

１２

新
鋭
の
設
備
を
配
備
し
、
金
属
鉱
山
の

選
鉱
所
の
モ
デ
ル
と
し
て
国
内
外
で
高

く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
た
ち
は
、
当
時
の
銅
山
の
高

い
技
術
力
に
感
心
し
た
り
、
普
段
は
見

る
こ
と
の
で
き
な
い
選
鉱
所
の
説
明
を

熱
心
に
聞
い
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

叶
内
さ
ん
（
東
京
都
）は
「
説
明
を
受

か
の
う
ち

け
、
動
い
て
い
た
当
時
を
想
像
し
感
心

し
ま
し
た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。




